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１９１９ ※開館時間は各館で

　ご確認ください

※大田図書室は

　火土日曜・祝日が休室
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感染症の拡大状況によっては、臨時休館等サービスを変更する
可能性があります。最新情報は、ウェブサイトでご確認ください
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『買わない暮らし。』（筆子著／大和出版）

『基本調味料で作る 5 分麺』（市瀬悦子著／主婦と生活社）

『重曹＆お酢』（岩尾明子監修／日東書院本社）

『ナインストーリーズ』（乙川優三郎著／文藝春秋）

『良いデジタル化悪いデジタル化』

                      （野口悠紀雄著／日経 BP 日本経済新聞出版本部）

『疑惑の作家「門田隆将」  と門脇護』（柳原滋雄著／論創社）

『スピリチュアルズ』（橘玲著／幻冬舎）

『境界争いと戦国諜報戦』（盛本昌広著／吉川弘文館）

『帰ってきた日々ごはん　9』（高山なおみ著／ KTC 中央出版）

『九十歳のラブレター』（加藤秀俊著／新潮社）

『シャルル・ドゴール』（ミシェル・ヴィノック著／作品社）

『ホーキング，ホーキング』（チャールズ・サイフェ著／青土社）

『福沢諭吉が見た 150 年前の世界』

　　　　　　　　　　　　　（福沢諭吉著、武田知弘解説／彩図社）

『天気と気象大図鑑』（荒木健太郎監修／ニュートンプレス）

『子どもの幸せは腸が 7 割』（藤田紘一郎監修／西東社）

『スマホで防災』（宮下由多加著／ジャムハウス）                             

『リュック作り教室』（水野佳子著／主婦と生活社）

『志麻さんの魔法のソースレシピ』（志麻著／マガジンハウス）

『食と農のプチ起業』（小野淳著／イカロス出版）

『本の力』（酒井京子著／童心社）

『バンクシー』（バンクシー画／新星出版社）

『もっと知りたい川瀬巴水と新版画』（滝沢恭司著／東京美術）

『ズバリ釣れる海のルアー釣り』（ケイエス企画編／主婦の友社）

『神よ憐れみたまえ』（小池真理子著／新潮社）

『君と歩いた青春』（小路幸也著／中央公論新社）

『医学のつばさ』（海堂尊著／ KADOKAWA）

『ヒトコブラクダ層ぜっと　上・下』（万城目学著／幻冬舎）

『ブレイクニュース』（薬丸岳著／集英社）

『新風記』（吉川永青著／講談社）

『Voyage』（宮内悠介著ほか著／講談社）

『日本の原風景』（安野光雅著／山川出版社）

『海軍日記』（野口冨士男著／中央公論新社）

『遅咲きの男』（莫言著／中央公論新社） ほか

【杵築市立図書館】

※児童書は裏面をご覧ください。

今　月　の　新　着　本今　月　の　新　着　本

【山香図書室】

『60 歳からのお楽しみ生活』（中山庸子著／海竜社）

『海神の子』（川越宗一著／文藝春秋）

【大田図書室】

暑い季節の
図書館利用について

POINT ペットボトルや水筒など、密閉できる容器は
閲覧室に持ち込み可能です。その他の飲食
は、エントランスのくつろぎコーナーをご利
用ください。

01
熱中症に気をつけて

POINT 夏休み期間中は、館内及び学習席の混雑が
予想されます。荷物は足元に置く、放置しな
いなど、譲り合ってご利用ください。

02
席は譲り合って

POINT
入館時の検温と手指の消毒、館内滞在時は
（暑いですが）マスクの着用、ほかの利用者と
の間隔をあけるなどの対策をお願いします。
なお、開館中は換気システムがフル稼働して
います。

感染症予防にご協力を

03

『毎日を楽しむ捨てない暮らし』

　　　                        （松場登美著／家の光協会）

自然に寄りそう暮らし方、理にかなった昔からの掃

除方法や保存食、捨てられるものを生かす手仕事な

ど、すぐ実践できそうな事柄が満載です。挑戦して

みませんか？

『地球はメリーゴーラウンド』

（水谷孝次 & MERRY PROJECT 作／ PHP 研究所）

エネルギーや環境、経済など、さまざまな地球の問題

について、人間も自然の一部であることを踏まえ、私

たちはどんな行動を起こせばいいのかをわかりやすく

書いた本。

『もったいない（対訳英文付）』

 （プラネット・リンク編／マガジンハウス）

命をいただくということについて。アロハシャツのルー

ツは日本の着物。そして、3R（リユース、リデュース、

リサイクル）を意識することの大切さ。いろんな、もっ

たいないがここに！

貧困、教育、経済、環境、人権、不平等など、

世界に目を向けると、多くの問題があります。

“地球”や“未来”のために

私たちができることを考えてみませんか？

このほかにもたくさんの本をご用意しています

８月の特集

持続可能な
開発目標


